
















































































































時のノート PC 購入を義務化し、Google によるクラ























































































































































































































































































































































































































































1 ペアプログラミングとは、2 人の作業者が「ドライバー」と「ナビゲーター」の役割に分かれて、1 台の PC を共有して協同でソフトウェアを開発する


















































有をして code.org での教材 "Dance Party（2019）”（図
5）に取り組むことを指示した。各履修者の学習進捗
図3「画面共有によるペアプログラミングで協同学習の作法を学ぶ」の授業の流れ
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本稿は、筆者が担当した2つの事例報告により、オ
ンライン授業を、教員から学生に対して知識や技能を
教える場とするだけでなく、学生同士が協同的に学べ
るような場としてデザインする方法を示したものであ
る。本稿執筆時点では、新型コロナウイルスの感染リ
スクを避けるために、オンライン会議システムなどを
通じた授業を行うことが引き続き求められている。そ
うした中では、学生たちによる主体的で協同的な学習
の推進と、それを支える教員による授業方法の工夫と
が、より多くの学びの現場で行われるべきところであ
る。今回の履修者たちのコメントの中には、「仲間と
協同で学ぶことの重要性に、教室環境ではなくオンラ
イン環境で学んだからこそ気づけた」と述べているも
のがあり、希望を感じさせる。我々教員にも、「新し
い日常」における、学生のためになる教育について問
い続け、答えを出し続けることが求められている。
